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(
は
、
直
通
電
話
、　 

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
で
す
。

内
線
表
示
が
あ
る
と
き
、
夜
間
、
土
・
日
・
祝
日
、

12
月
29
日
～
１
月
３
日
は
、
市
役
所
の
代
表

(　
(24)
３
１
３
１
に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

■FAX

市 役 所 か ら の お 知 ら せ

I  N  F  O  R  M  A  T  I  O  N トヒック T O P I C

。お 知 ら せ

お願い

くらし

千歳駅西口広場のバスレーンを 12月に廃止します

市
役
所
駐
車
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

工
事
を
行
っ
て
い
ま
す

総
務
課

総
務
係


(24)
０
１
０
９

(22)
８
８
５
１

■FAX

本庁舎
１階18

　
工
事
期
間
中
は
、
来
庁
者
や
近

隣
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
迷
惑
と
な

ら
な
い
よ
う
、
工
事
範
囲
を
分
割

し
て
行
い
ま
す
が
、
工
事
箇
所
に

応
じ
て
場
内
の
通
行
制
限
を
行
う

ほ
か
、
駐
車
可
能
台
数
が
減
少
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
工
事
が
完
了
し
供
用
が

開
始
さ
れ
る
ま
で
は
、
駐
車
場
の

入
退
場
方
法
は
従
来
の
と
お
り
で

す
。

【
工
事
期
間
】
９
月
～
12
月
頃

【
主
な
工
事
内
容
】
①
新
た
な
駐
車

区
画
の
増
設
、
②
出
入
口
の
分
離

お
よ
び
出
口
の
右
左
折
専
用
レ
ー

ン
の
整
備
、
③
場
内
の
一
方
通
行

化
お
よ
び
行
き
止
ま
り
廃
止
に
と

も
な
う
区
画
線
補
修
、
④
敷
地
内

埋
設
水
道
管
の
耐
震
化

テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設
の

工
事
・
調
査
に
ご
協
力
を

建
築
設
備
課

電
気
設
備
係


(24)
０
７
５
４

(22)
８
８
５
３

■FAX

本庁舎
３階 33

　
テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設
の
老
朽

化
に
と
も
な
う
、
更
新
工
事
や
調

査
設
計
を
行
っ
て
い
ま
す
。
工
事

期
間
中
は
、
道
路
上
で
の
工
事
に

よ
る
騒
音
や
振
動
な
ど
で
ご
迷
惑

を
お
か
け
す
る
こ
と
や
、
現
地
確

認
や
工
事
の
た
め
、
担
当
者
が
敷

地
内
に
立
ち
入
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
対
象
区
域
】
大
和
３
・
４
丁
目
、

桂
木
１
～
４
丁
目

【
期
間
】
９
月
～
令
和
７
年
３
月

　
９
月
30
日
に
期
間
満
了
す
る
北
海

道
ガ
ス
㈱
と
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

協
定
を
更
新
し
、
愛
称
は
、
引
き
続

き
「
北
ガ
ス
文
化
ホ
ー
ル
」
と
な
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
期
間
】
令
和
11
年
９
月
30
日
ま
で

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
つ
い
て

文
化
施
設
課

文
化
施
設
係

(24)
３
１
３
１

(27)
３
７
４
３

■FAX

第２庁舎
２階 10

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請

サ
ポ
ー
ト
と
作
成
手
続
き
受
付第２庁舎

１階１

(49)
２
０
５
５

■FAX 
(24)
０
１
２
７

市
民
環
境
部
主
幹

（
個
人
番
号
カ
ー
ド
担
当
）

●《
予
約
不
要
》
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
申
請
サ
ポ
ー
ト
：
顔
写
真
撮
影
（
無

料
）
を
行
う
な
ど
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
作
成
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

※
新
規
申
請
者
に
は
500
円
分
の
図
書

カ
ー
ド
を
贈
呈
し
ま
す
。

※
完
成
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
図
書
カ
ー
ド
は
、
後
日
市
役
所
で

の
受
け
取
り
と
な
り
ま
す
。

【
と
き
】
９
月
28
日
㈯
10
時
～
16
時

【
と
こ
ろ
】
イ
オ
ン
千
歳
店
２
階

中
央
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
降
り
場
前

【
持
ち
物
】
本
人
確
認
書
類
（
次

の
中
か
ら
１
点
）／
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
、
氏
名
や
生
年
月
日

入
り
の
診
察
券
な
ど

●
郵
便
局
で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
作
成
手
続
き
の
受
付
：
市
内
５
か

所
の
郵
便
局
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
作
成
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

【
手
続
き
可
能
な
郵
便
局
】

　

千
歳
長
都
駅
前
郵
便
局
、
千
歳
自
由

ヶ
丘
郵
便
局
、
千
歳
東
郊
郵
便
局
、
千

歳
梅
ヶ
丘
郵
便
局
、
千
歳
白
樺
郵
便
局

【
申
請
時
に
必
要
な
も
の
】

　

本
人
の
代
理
で
来
ら
れ
る
と
き

は
、
本
人
の
顔
写
真
（
６
ヶ
月
以

内
に
撮
影
し
た
正
面
・
無
帽
・
無

背
景
で
縦
4.5
㎝
、
横
3.5
㎝
の
証
明

写
真
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

　

郵
便
局
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
作
成
の
み
。
後
日
、
市
役

所
で
の
受
け
取
り
と
な
り
ま
す
。

(49)
２
０
５
５

■FAX

ご
存
じ
で
す
か
？

国
民
年
金
の
各
種
制
度

戸
籍
住
民
課

年
金
係


(24)
０
２
６
７

第２庁舎
１階１

●
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度
と
納

付
猶
予
制
度

　

国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
の
納

付
が
全
額
免
除
と
な
る
《
①
全
額

免
除
制
度
》、
一
部
が
免
除
さ
れ

る
《
②
一
部
免
除
制
度
》、
50
歳

未
満
の
方
が
保
険
料
の
納
付
を
後

払
い
（
10
年
以
内
）
で
き
る
《
③

納
付
猶
予
制
度
》
が
あ
り
ま
す
。

【
内
容
】
下
表
参
照

※
②
の
承
認
を
受
け
た
方
が
納
付

す
べ
き
保
険
料
を
納
付
し
な
か
っ

た
と
き
は
、
全
額
未
納
扱
い
と
な

り
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
の
額

に
反
映
さ
れ
ず
、
障
が
い
や
死
亡

な
ど
不
慮
の
事
態
が
生
じ
た
場
合
、

年
金
を
受
け
と
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

【
対
象
】
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て

は
ま
る
方

▼
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
そ
れ

ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下

の
方
（
納
付
猶
予
の
と
き
は
、
世

帯
主
の
方
を
除
く
）
▼
失
業
や
災

害
な
ど
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
方

【
免
除
・
猶
予
期
間
】

▼
過
去
期
間
：
申
請
書
が
受
理
さ

れ
た
月
か
ら
２
年
１
か
月
前
ま
で

▼
将
来
期
間
：
翌
年
６
月
分
ま
で

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】
▼
基
礎

年
金
番
号
が
わ
か
る
書
類
▼
本
人
、

配
偶
者
、
世
帯
主
の
方
が
離
職
し

て
い
る
と
き
は
、
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
ま
た
は
雇
用
保
険
被
保

種類 令和６年度納付保険料
（免除区分）

老齢基礎年金 障害年金
遺族年金
資格期間

保険料
後払い
（追納）

審査の対象資格
期間 計算

① 全額免除   　　０円（全額免除） 受給資格
期間に入
ります。
※②は納
付しなけ
れば入り
ません。

２分の１が算入
納 付 済 期 間
と 同 じ 扱 い
になります。
※ ② は 納 付
し な け れ ば
入りません。

10 年以内で
あれば後払い
できます。

本人
配偶者
世帯主② 一部免除

  4,250 円（４分の 3 免除） ８分の５が算入

  8,490 円（半額免除） ８分の６が算入

12,740 円（４分の１免除） ８分の７が算入

③ 納付猶予 　   　0 円（納付猶予） 算入されません 本人、配偶者

●
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度

　

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
や
そ
の

他
の
所
得
額
が
一
定
基
準
額
以
下

の
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援
す

る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て

支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。
受
け
取

り
に
は
請
求
書
の
提
出
が
必
要
で

す
。
ご
案
内
や
事
務
手
続
は
、
日

本
年
金
機
構
（
年
金
事
務
所
）
が

行
い
ま
す
。

【
対
象
】
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は

ま
る
方
▼
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

し
て
い
て
、
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
し
て
い
る
方
／
65
歳
以
上
／

世
帯
全
員
の
市
民
税
が
非
課
税
／

年
金
収
入
額
と
そ
の
他
の
所
得
額
の

合
計
が
、
昭
和
31
年
４
月
２
日
以
後

生
ま
れ
の
方
は
88
万
９
３
０
０
円
以

下
、
昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前
生
ま

れ
の
方
は
88
万
７
７
０
０
円
以
下

▼
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

金
を
受
給
し
て
い
て
前
年
の
所
得

額
が
472
万
１
千
円
以
下
の
方

【
請
求
手
続
】
▼
新
た
に
《
年
金
生

活
者
支
援
給
付
金
》
を
受
け
取
る
方

　
対
象
と
な
る
方
に
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
９
月
初
旬
以
降
、
請

求
可
能
な
旨
の
お
知
ら
せ
を
送
付

し
ま
す
。
同
封
の
は
が
き
（
年
金

生
活
者
支
援
給
付
金
請
求
書
）
に

記
入
し
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。
令

和
７
年
１
月
６
日
ま
で
に
請
求
手

続
を
完
了
し
た
方
は
、
令
和
６
年

10
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
新
た
に
年
金
を
受
給
し
始
め
る
方

　
年
金
の
請
求
手
続
と
あ
わ
せ
て
、

年
金
事
務
所
で
請
求
手
続
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

※《
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
》

の
請
求
の
こ
と
で
お
困
り
の
方
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
》


０
５
７
０
(05)
４
０
９
２
（
ナ
ビ

ダ
イ
ヤ
ル
）

険
者
離
職
票
な
ど

※
申
請
期
間
に
よ
っ
て
必
要
な
離

職
書
類
の
離
職
日
が
異
な
り
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
学
生
の
方
は
、《
学
生
納
付
特

例
制
度
》、
出
産
の
際
は
、《
産
前

産
後
の
免
除
制
度
》が
あ
り
ま
す
。

「
手
話
言
語
の
国
際
デ
ー
」
の

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

第２庁舎
１階６

(23)
６
７
０
０

■FAX 
(24)
０
３
２
７

障
が
い
者
支
援
課

障
が
い
福
祉
係

　
平
成
30
年
３
月
８
日
に
「
千
歳

市
手
話
言
語
条
例
」
を
制
定
し
、

手
話
が
言
語
で
あ
る
と
の
認
識
の

も
と
、
手
話
に
対
す
る
理
解
の
促

進
お
よ
び
手
話
の
普
及
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
毎
年
９
月
23
日
は
、国
連
の「
手

話
言
語
の
国
際
デ
ー
」
で
、
９
月

最
後
の
１
週
間
は
、
世
界
ろ
う
連

盟
が
「
国
際
ろ
う
週
間
」
と
し
て

い
ま
す
。

　

市
と
千
歳
聴
力
障
害
者
協
会

は
、（
一
財
）
全
日
本
ろ
う
あ
連

盟
に
よ
る
手
話
言
語
の
国
際
デ
ー

に
お
け
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
啓
発
の

取
り
組
み
に
賛
同
し
、
よ
り
多
く

の
皆
さ
ん
に
「
千
歳
市
手
話
言
語

条
例
」
の
基
本
理
念
に
つ
い
て
考

え
る
き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
次
の
と
お
り
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
を
ブ
ル
ー
に
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
し
ま
す
。

【
と
き
】
９
月
20
日
～
23
日
／
18

時
～
21
時

【
と
こ
ろ
】
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

正
面
２
、３
階
の
壁
面

納
税
課　

(　
（24）
０
１
６
９  

　　
（23）
６
７
０
０

■FAX

９
月
は
、固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
第
３
期
の
納
付
月
で
す
。
市
税
納
付
夜
間
相
談
は
５
月
、12
月
、３
月
の
年
３
回
の
実
施
と
な
り
ま
す
。

　千歳駅前広場のさまざまな課題を解決するため、令和４年度から駅前広場の再整備を進めています。令和
６年度は、西口広場のバスレーンを廃止します。これによりＪＲ千歳駅と千歳ステーションプラザの歩行者
の動線が改善され、交通機関の乗り換えがしやすくなります。このほか、車を誘導するための路面標示をわ
かりやすくします。工事期間中の利用規制はありませんが、広場の利用にあたっては十分ご注意ください。

　一般乗降場の利用は、混雑緩和のため５分以内でご利用ください。広場の適切な利用についてご理解とご協
力をお願いします。

【詳細】 交通政策課 交通政策係　((24)0897　▪ＦＡＸ (22)8854

内線 554
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公募

《
は
ば
た
く
！
ち
と
せ
ア
ワ
ー
ド
》

表
彰
者
募
集

生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
推
進
係

(24)
３
１
５
３

(27)
３
７
４
３

■FAX

第２庁舎
２階 10

　
市
内
に
お
い
て
生
涯
学
習
・
社

会
教
育
活
動
を
実
践
す
る
個
人
と

団
体
の
う
ち
、
基
準
を
満
た
し
た

方
を
表
彰
し
ま
す
。

【
表
彰
基
準
】
活
動
内
容
が
主
体

性
、
連
携
・
協
働
、
独
創
性
・
先

進
性
、
実
効
性
、
意
欲
・
熱
意
、

発
展
・
継
続
性
の
い
ず
れ
か
を
有

し
て
い
る
も
の

【
募
集
期
間
】
通
年

【
申
込
方
法
】
生
涯
学
習
課
で
配

布
し
て
い
る
推
薦
シ
ー
ト
に
記
入

し
、
来
庁
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
提
出

【
詳
細
・
申
込
】
み
ん
な
で
、ひ
と・

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
事
務
局
（
生

涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
係
）　

メ
ー
ルshogaigakushu@

city.
chitose.lg.jp

見る
学ぶ

職員
募集

相談

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

（
９
月
21
日
～
30
日
）

市
民
生
活
課

防
犯
・
交
通
安
全
係

(24)
０
２
６
３

(27)
３
７
４
３

■FAX

第２庁舎
２階９

　
９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
秋
の
全

国
交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
日
没
が
早
ま
る
こ
の
時
期
は
、
視

界
が
悪
く
な
る
と
と
も
に
事
故
の
危

険
が
高
ま
り
ま
す
。
自
動
車
を
運
転

す
る
と
き
は
ス
ピ
ー
ド
を
抑
え
、
常

に
危
険
に
対
応
で
き
る
運
転
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
９
月
30
日
は
《
交
通
事
故

死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
》
で
す
。
い
ま

一
度
、
一
人
一
人
が
交
通
安
全
に
つ

い
て
考
え
、
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い

行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

原
動
機
付
自
転
車
な
ど
の
通

常
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
発
行第２庁舎

１階 4

(49)
２
０
５
６

■FAX 
(24)
０
１
５
８

税
務
課

市
民
税
係

　

市
で
発
行
す
る
原
動
機
付
自
転

車
な
ど
の
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
、

９
月
２
日
よ
り
、ご
当
地
ナ
ン
バ
ー

と
通
常
ナ
ン
バ
ー
の
選
択
が
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

選
択
後
、
交
付
し
た
ナ
ン
バ
ー

は
、
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
８
月
30
日
以

前
に
、
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
を
取
得

済
み
の
方
で
あ
れ
ば
、
一
度
に
限

り
通
常
ナ
ン
バ
ー
に
変
更
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
変
更
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、交
付
済
み
の
ナ
ン
バ
ー

と
本
人
確
認
書
類
、
標
識
交
付
証

明
書
を
持
参
く
だ
さ
い
。

障
が
い
者
地
域
自
立
支
援
協

議
会
委
員
を
公
募
し
ま
す

障
が
い
者
支
援
課

障
が
い
福
祉
係


(24)
０
３
２
７

(23)
６
７
０
０

■FAX

第２庁舎
１階６

　
障
が
い
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や

医
療
、
教
育
、
雇
用
な
ど
、
地
域

で
の
く
ら
し
を
支
え
る
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
に
つ
い
て
協
議
す
る
た

め
、
千
歳
市
障
が
い
者
地
域
自
立

支
援
協
議
会
委
員
を
公
募
し
ま

す
。

【
対
象
】
市
内
居
住
ま
た
は
通
勤
・

通
学
す
る
18
歳
以
上
の
方
で
障
が

い
福
祉
に
幅
広
い
見
識
と
経
験
を

も
ち
、
年
４
回
程
度
の
会
議
へ
の

出
席
お
よ
び
地
域
部
会
な
ど
の
構

成
員
と
し
て
の
活
動
（
月
１
～
２

回
程
度
）
が
で
き
る
方

【
公
募
人
数
】
３
人
以
内

【
任
期
】
令
和
６
年
10
月
29
日
か

ら
２
年
間

※
報
酬
、
交
通
費
の
支
給
な
し
。

【
応
募
方
法
】
応
募
用
紙
（
市
指

定
用
紙
）、
作
文
を
持
参
・
郵
送
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

提
出

※
応
募
用
紙
・
作
文
用
紙
は
、
障

が
い
者
支
援
課
、各
支
所
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
可
。

【
応
募
期
間
】
９
月
11
日
～
25
日

【
応
募
先
】
〒
066-

8686 

東
雲
町
２

丁
目
34　

千
歳
市 

保
健
福
祉
部 

障
が
い
者
支
援
課 

障
が
い
福
祉
係

メ
ー
ルshogaishien@

city.
chitose.lg.jp

公
園
整
備
工
事
で
発
生
し
た

伐
採
木
を
配
布
し
ま
す


(24)
０
６
９
６

(22)
８
８
５
３

■FAX

都
市
整
備
課

公
園
整
備
係

本庁舎
３階 31

　
市
内
の
公
園
整
備
工
事
な
ど
で

発
生
し
た
伐
採
木
を
希
望
者
に
無

料
で
配
布
し
ま
す
（
申
込
不
要
）。

【
対
象
】
自
家
用
目
的
で
積
込
や

運
搬
が
で
き
る
市
民
の
方
（
営
利

目
的
や
事
業
者
は
不
可
）

【
配
布
日
時
】
10
月
４
、
５
日
／

９
時
～
12
時

【
配
布
場
所
】
根
志
越
（
防
災
の

森
東
側
付
近
）

【
配
布
本
数
】
約
１
０
０
０
本
（
直

径
約
６
㎝
～
60
㎝
、長
さ
1.5
ｍ
程
度
）

※
１
世
帯
に
つ
き
、
軽
ト
ラ
ッ
ク

１
台
程
度
ま
で
。
配
布
場
所
で
の

切
断
作
業
な
ど
は
不
可
。
樹
種
の

選
択
不
可
。
早
朝
か
ら
の
路
上
待

機
不
可
。
中
止
の
場
合
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
張
り
紙
な
ど
で
周
知
。

　
国
や
北
海
道
、
市
な
ど
か
ら
委

嘱
を
受
け
て
い
る
各
種
相
談
員
に

よ
る
《
総
合
相
談
所
（
千
歳
市
各

種
相
談
員
連
絡
協
議
会
主
催
）》
を

開
設
し
ま
す
。

【
相
談
内
容
】
行
政
相
談
／
人
権
相

談
／
消
費
者
相
談
／
心
配
ご
と
相

談
／
こ
ど
も
相
談
／
法
律
相
談
な
ど

【
と
き
】
10
月
11
日
㈮
13
時
30
分
～

16
時

【
と
こ
ろ
】
市
役
所
第
２
庁
舎
２
階

※
予
約
不
要（
法
律
問
題
な
ど
は
弁

護
士
相
談
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
(24)
０
１
９
４
）。
相
談
無
料
。

総
合
相
談
所
を

開
設
し
ま
す


(24)
０
5
5
1

(27)
３
７
４
３

■FAX

市
民
生
活
課

男
女
共
同
参
画
推
進
係

第２庁舎
２階９

　
令
和
７
年
度
か
ら
使
用
す
る
中

学
校
用
教
科
用
図
書
の
採
択
結
果

な
ど
に
つ
い
て
閲
覧
で
き
ま
す
。

【
閲
覧
資
料
】
採
択
結
果
、
理
由
、

採
択
教
育
委
員
会
協
議
会
資
料
な
ど

【
閲
覧
場
所
】
学
校
教
育
課

教
科
書
の
採
択
結
果
な
ど

を
公
表
し
ま
す

学
校
教
育
課

学
校
教
育
係


(24)
０
８
３
９

(27)
３
７
４
３

■FAX

第２庁舎
２階 10

交
通
指
導
員
を

募
集
し
ま
す


(24)
０
２
６
３

(27)
３
７
４
３

■FAX

市
民
生
活
課

防
犯
・
交
通
安
全
係

第２庁舎
２階９

【
活
動
内
容
】
児
童
登
校
時
の
交

通
安
全
指
導
、
交
通
安
全
運
動
啓

発
な
ど
（
制
服
貸
与
）

【
応
募
資
格
】
市
内
に
居
住
し
、普

通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
方

【
募
集
校
区
】
千
歳
小
校
区
、
北

陽
小
校
区
、
緑
小
校
区
／
各
１
人

【
活
動
時
間
】
児
童
登
校
日
の
朝

１
時
間
、
指
定
の
啓
発
活
動
時
間

【
謝
礼
】
時
給
１
０
０
０
円

【
委
嘱
期
間
】
委
嘱
日
～
令
和
８

年
３
月
31
日
（
更
新
あ
り
）

【
申
込
方
法
】
履
歴
書
（
市
指
定

用
紙
）
お
よ
び
運
転
免
許
証
の
写

し
を
提
出

※
申
込
書
類
は
、
市
民
生
活
課
か

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
可
。

【
申
込
期
限
】
９
月
30
日
㈪

【
閲
覧
期
間
】
９
月
20
日
㈮
ま
で

（
平
日
の
８
時
45
分
～
17
時
15
分
）

※
小
学
校
用
教
科
用
図
書
に
つ
い

て
は
令
和
５
年
度
に
採
択
し
た
も

の
を
継
続
し
て
使
用
し
ま
す
。

※
採
択
結
果
は
、
教
育
委
員
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

予防接種のお知らせ
●  10 月１日から始まる「新型コロナワクチン」「インフルエンザワクチン」定期接種のお知らせ

ＨＰＶ ( ヒトパピローマウイルス ) ワクチンは ､ 子宮頸がんの原因のひとつであるＨＰＶの感染を予防するものです ｡ 平成９(1997)
年４月２日から平成 21(2009) 年４月１日生まれの女性の方は、令和７年３月末まで公費 ( 無料 ) で接種を受けることができます ｡
全３回の接種完了には約６か月かかるので ､ 接種を希望する方は ､ 遅くとも９月中に１回目を接種する必要があります ｡

予防接種 新型コロナワクチン インフルエンザワクチン ( 季節性 )

対象者 ① 65 歳以上の市民の方、② 60 歳以上 64 歳未満の市民で ､ 心臓・腎臓または呼吸器の機能およびヒト免疫不全
ウイルスにより免疫の機能に日常生活活動が極度に制限される程度の障がいのある方 ( 身体障害者手帳１級の方 )

期間 令和６年 10 月１日～令和７年３月 31 日 ( インフルエンザワクチンは 12 月中旬までの接種を推奨 )
実施場所 市内指定医療 機 関　※決まり次 第 ､ 市ホームページでお知らせします ｡

自己負担金 実施期間中 ､１回のみ／一般　3,260 円、
生活保護世帯の方は無料

実施期間中 ､１回のみ／一般：1,180 円、市国民健康保険被保険者：
480 円、後期高齢者医療保険被保険者：480 円、生活保護世帯：無料

持ち物 健康保険証、②の方は身体障害者手帳、生活保護世帯の方は生活保護受給者証明書、自己負担金　

●  ＨＰＶワクチンについてのお知らせ【平成９年４月２日から平成 21年４月１日までに生まれた女性の方へ】

制度
【担当】 母子保健課 予防接種係　((24)3148　▪ＦＡＸ (24)8418

※�インフルエンザワクチンと新型コロナワクチンの同時接種は ､医師が特に必要と認めた場合に可能です ｡また ､他のワクチン
との接種間隔に制限はありません ｡入院中などの理由のため ､他市町村で接種を希望するときは ､事前にご相談ください ｡

児童手当の制度改正(令和６年10月分から)
改正内容 改正前 ( 現在 ) 改正後 ( 令和６年 10 月分から )

支給対象 15 歳到達後の最初の年度末 ( 中
学校修了 ) までの児童

18 歳到達後の最初の年度末 ( 高
校生年代 ) までの児童

所得制限
制限以内の方　児童手当を支給
制限を超える方　特例給付を支給
上限を超える方　手当の支給なし

制限なし　児童手当を支給

手当月額

３歳未満　一律　　15,000 円
３歳以上小学校修了まで
　第１子、第２子　10,000 円
　第３子以降　　　15,000 円
中学生　一律　　　10,000 円

《特例給付 ( 所得制限を超える方 )》
　一律　　　　 5,000 円

３歳未満
　第１子、第２子　15,000 円
　第３子以降       　   30,000 円
３歳以上高校生年代まで
　第１子、第２子　10,000 円
　第３子以降　　　30,000 円

第３子の
算定

18 歳到達後の最初の年度末 ( 高
校生年代 ) までの児童を含める

22 歳到達後の最初の年度末 ( 大
学生年代 ) までの児童を含める

支給時期 年３回 ( ２月、６月、10 月 ) 支給
※支払月の前４か月分を支給。

年６回 ( 偶数月 ) 支給
※支払月の前２か月分を支給。

【改正後の児童手当】
１　支給対象を高校生の年代まで延長します。
２　所得制限がなくなります。
３　第３子以降の手当額が 30,000 円になります。
４　支給回数が年６回になります。
【申請手続きが必要な方】

● 現在、市から児童手当・特例給付を受給している方
　・�高校生年代の児童を養育している方で、その児童が

これまでに千歳市から児童手当を受けていない方
　・�大学生年代の児童を養育している方で、大学生年代

までの児童が３人以上の方
●   現在、市から児童手当・特例給付を受給していない方
　・高校生年代の児童のみを養育している方
　・�所得上限を超えている方で、児童手当・特例

給付の支給を受けていない方
※詳細は、市ホームページをご覧ください。
※公務員の方は、勤務先にお問い合わせください。

【担当】 こども家庭課こども家庭係
((24)0328　▪ＦＡＸ  (23)6700

※新型コロナワクチンが定期予防接種となりました。
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ポイ捨て・不法投棄は犯罪です
廃棄物対策課 廃棄物対策係
((23)2110   ▪ＦＡＸ (23)2492

　不法投棄とは、ごみを適正
に処理せず、道路、公園や空
き地などにみだりに捨てる行為
で、空き缶やたばこの吸い殻な
どのポイ捨ても不法投棄になり
ます。

　ごみをみだりに捨てる行為
は、法律で禁止されており、廃
棄物を不法に投棄した者は、「５
年以下の懲役もしくは 1,000 万
円以下の罰金または、両方を
科す（ 法 人は３億 円 以下の 罰
金）」となっています。また、北
海道 条 例では、みだりに空き
缶など（空き瓶、ペットボトル、
吸い殻など）の投棄を禁止して
おり、違反した者は「２万円以
下の過料に処する」罰則が科さ
れています。　
　不法投棄やポイ捨てされたご
みは、景観を損なうばかりでなく、
自然環境や生活環境の悪化にも
つながります。
　「少しくらいなら」「誰も見てい
ないから」「面倒だから」ではなく、
重い罰則が法に定められている
ことを認識して、正しく処理する
ようにしてください。

《不法投棄を見かけたら》
・千歳警察署 (42)0110
・不法投棄専用ダイヤル
　0120(538)742
日時と場所、通報者の住所・
氏名などをお知らせください。

９
月の

ご
み
減

量・リサイク

ル
標
語

市
民
病
院
の

職
員
募
集

市
民
病
院
事
務
局

総
務
課
総
務
係

(24)
３
０
０
０

市民病
院２階

内線 8233

■FAX
(24)
３
０
０
５

リサイクル
地球をすくう　合言葉

清
し み ず

水　 岳
がく

 さんの作品

職種／
採用予定人員 受 験 資 格 採用予定日

➊放射線技師／
若干名

▶�令和６年度中に行われる国家試験におい
て、放射線技師免許を取得見込みの方

令和７年５月１日
( 令和７年４月１日から会計年度任
用職員として採用予定 )

➋臨床検査技師／
１人

�▶�臨床検査技師の資格を有し（見込み可）、
平成７年４月２日以降に生まれた方

令和７年４月１日、見込者は令和７
年５月１日 ( 令和７年４月１日から
会計年度任用職員として採用予定 )

➌臨床工学技士／
若干名

▶�令和６年度中に行われる国家試験におい
て、臨床工学技士免許を取得見込みの方

令和７年５月１日
( 令和７年４月１日から会計年度任
用職員として採用予定 )

➍理学療法士／
若干名

�▶�令和６年度中に行われる国家試験におい
て、理学療法士免許を取得見込みの方

令和７年５月１日
( 令和７年４月１日から会計年度任
用職員として採用予定 )

➎作業療法士／
若干名

▶�作業療法士の資格を有し（見込み可）、
平成７年４月２日以降に生まれた方

令和６年 12 月１日または令和７年
１月１日 ( 応相談 )、見込者は令和７
年５月１日 ( 令和７年４月１日から
会計年度任用職員として採用予定 )

➏病院事業職員／
１人(一般事務職)

▶�令和７年３月に４年制大学を卒業見
込みの方 令和７年４月１日

職種／採用予定人員 勤 務 時 間 給 料 ( 月 額 )

➐外来看護師／１人 8:30 ～ 13:00　内４時間勤務 114,787 円 ～118,967 円

➑外来看護師／２人 8:30 ～ 17:00　内７時間勤務 200,877 円 ～208,193 円

➒看護助手／若干名
6:00 ～ 21:00　内７時間勤務
シフト制
※配属先により始業時間変更あり。

161,767 円 ～182,812 円
  ※�資格・経験不問。（介護福祉士や

ホームヘルパーなどの資格をお
持ちの方は、賃金を加算します）

➓医師事務作業補助者／
１人 8:30 ～ 17:00　内７時間勤務

146,412 円～171,251円
※�資格・経験不問。（資格をお持ち

の方は、賃金を加算します）
※エクセル、ワードができる方希望。

　
➐
～
➓
の
身
分
は
会
計
年
度
任

用
職
員
で
す
。

【
試
験
方
法
】
➊
～
➎
性
格
適
性
検

査
・
小
論
文
・
個
別
面
接
、
➏
第

１
次
試
験
：
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ａ
、
第
２
次

試
験
：
小
論
文
・
個
別
面
接
、
➐

➑
➒
面
接
、
➓
書
類
選
考
、
面
接

【
試
験
日
程
】
➊
11
月
９
日
㈯
、

➋
➌
10
月
６
日
㈰
、
➍
➎
10
月
20

日
㈰
、
➏
第
１
次
試
験
：
９
月
30

日
～
10
月
16
日
、
第
２
次
試
験
：

10
月
26
日
㈯
、
➐
➑
➒
➓
随
時

【
会
場
】➏
の
第
１
次
試
験
会
場
は
、

全
国
各
地
に
あ
る
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー

会
場
。
そ
れ
以
外
は
市
民
病
院
。

【
給
与
】
➊
～
➏
市
民
病
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
申
込
】
➊
11
月
５
日
㈫
ま
で
、

➋
➌
９
月
30
日
㈪
ま
で
、
➍
➎
10

月
15
日
㈫
ま
で
、
➏
９
月
20
日
㈮

ま
で
、
➐
➑
➒
➓
随
時
／
申
込
書

類
を
持
参
ま
た
は
郵
送

〒
066-

8550　
北
光
２
丁
目
１ -  

１

市
立
千
歳
市
民
病
院 

事
務
局 

総

務
課 

総
務
係

【
第
２
庁
舎
１
階
２
】
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０
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（23）
６
７
０
０

国
保
医
療
課

収
納
係

FAX

国
民
健
康
保
険
料
と
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
納
付
は
、

安
心
・
便
利
な
口
座
振
替
で

　
健
康
保
険
制
度
は
、
だ
れ
も

が
健
康
で
安
心
し
て
生
活
を
送

る
た
め
の
制
度
で
す
。
こ
の
制

度
を
支
え
て
い
る
の
は
、
皆
さ

ん
が
納
入
す
る
保
険
料
で
す
。

　

仕
事
な
ど
で
忙
し
い
方
に

は
、
一
度
の
手
続
き
で
毎
年
継

続
さ
れ
、
納
め
忘
れ
の
心
配
が

な
い
、
便
利
な
口
座
振
替
を
お

勧
め
し
ま
す
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
移

行
さ
れ
た
と
き
は
、
再
度
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

９
月
は
、
国
民
健
康
保
険

料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
【
第
４
期
】
の
納
付

月
で
す
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